
長期 株 冷蔵 い ちごの栽 培 法

一 言 質 ・定植 時期 ・マル チ の種 類 一

1 , 背 景 とね らい

4 ) 適 応 地域     県 下 全 域

3 . 指 導 上 の留 意事 項

1 ) 作 型 の成 立 す る定 植 覇 で 好適 な品

収量 で も安 定 して い る。

2 ) 作 重 成 立 可能性 判定 の うち 「や や

した時 期 で もな うき果 が発 生 す る

( 田拭 野菜花 き部 )

南部 分堪

百 冷地 開 発 セ ンター

本 県 のい ち ご生 産 は,  これ まで 無加 温半促成 や r 地 栽培 を 中心 に行 わ れて きたが ,

労 働 ピー クの分 散 や消 費 動 向 の多様 化 に ともない , 近 年 , 株 冷 蔵 に よ る秋 ど りい ちご

の生産 も増 加 して きて い る。

しか し, 中 長 期株 冷蔵 に よ る夏 秋 ど り義培 は, 夏 季冷涼 な気 象 条件 に意 まれ て はい

る ものの , 室 夏 期 を経 過 す るた め技 術 上 の問題 も少 な くな ぃ。 そ こで , 安 定 生 産 を 目

ほ と した株冷 蔵 イチ ゴの技 術 確立 の た め, 地 帯 別 の定植時期 の検 討 を 中心 に , 良 宙 生

産 技 術 , 苗 の活 を 促進 , 品 穫 等 に つ いて検前 して きた。得 られ た成 果 につ いて参考 に

供 す る。

2 , 技 術 内容

1 ) 苗 質 の確 保

仮 植 時期 は 7 月2 0 日～3 0 日頃 行 い , 採 苗 す る古 は本葉3 ～ 4 葉 の 出来 るだ け大 雷

を仮植 す る。 掘 上 げ入 庫 ま で に株 重 量 4 5 ～5 0 8 以 上 確保 す るよ う育 首 を行 う。

2 ) 作 型 が成 立 す る地 帯 別 定 檀 期 と有 望 度

有翌度:-0や や有望 △年決により不安定 X不成立

) 高 温 障害 甚 君 のた め の マル チ利 用

再 地温 に よ る生 青 阻 害 を軽 減 す るた めに , 白 黒 ダ プル マル チ の使 用 が有 妨 で あ る。

種 は 「室 田 1 6 号」 で , 果 実 が 硬 く光 沢 に優 れ ,

有 望 」 ( O 印 ) や , 「 不 安 定 」 ( △印 ) と 辞 l E

こ とが あ る。
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3 ) 県 央 部 , 沿 岸 北部 で 8 月 下 旬 に定 植
す る場合 に は, 凍 害 防 止 の ため の

ビニ ール被

寝 が前提 とな る。

4 ) 白 黒 ダ ブル マル チ被 寝 は全 期間 有 効
で あ るが , 特 に高 温期 に植 付 け及 び収観

す る

作 型 で は効 果 が高 い。

5 ) 試 験 実 施場 所 が県 中央部 は北上 , 沿 岸部
は陸前再 日 , 高 冷地 は奥 中 山で あ

るので ,

骸 当地 帯 の選 択 に あた って は,  こ
の | と を考 慮 す る。

6 ) そ の他
一般 的 な留 意事 項 は 「殺 培 技 術指針 」

を参 照 の こ と。

4 . 当 骸 事 項 にか か る試 験 研究 課題 名

「寒 冷地 にお け る長期 株冷蔵 イチ
ゴの生 産安 定技 術 の確立 」

( 総合 功成 課題 )

5 . 参 考 文 献

「岩 手県 田芸 試験 場  野 菜試験成 頼 書 」

「   ″      南 部 分 将試 験 成 績害 」

「   〃      高 冷地開発 セ ンタ
ー 試験成績密」 (    ″   )

「昭和5 6年度野菜拭験成績概要 (北海道
。東北)」  (山 形砂丘地農拭)

6 .試 験成績 の概要

(表- 5 )地 帯別定植時期と収量

注)ネゴ牲打繁峰翼観P路準
'5倉廃督総揺寝汗主岳笹賃言震掘興忌多桑した。
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